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特
　
集

京
都
府
の
民
家　
１

丹
後
型（
広
間
型
）

の
民
家

なかがわ・ひとし

大阪産業大学デザイン工学部准教授
京都市文化財マネージャー育成実行委員会委員
ＮＰＯ法人古材文化の会副会長
ＮＰＯ法人文化財修復構造技術支援機構理事
河内いえ・まち再生会議理事
専門／建築史、居住文化史
著書／『伝統的都市集住環境の空間秩序生成に
　　　関する研究』（共著）など

を
２
列
ほ
ど
葺
き
、
竈
の
あ
る
土
間
部
分
を
瓦
葺

の
落
ち
棟
に
つ
く
り
防
火
構
造
を
と
と
の
え
た
。

瓦
葺
の
民
家
は
、
全
国
に
さ
き
が
け
て
18
世
紀

初
期
頃
に
近
畿
地
方
で
現
れ
た
。
瓦
葺
の
利
点
は

耐
久
性
と
防
火
性
に
あ
り
、
民
家
の
構
造
が
重
た

い
瓦
屋
根
を
支
持
で
き
る
ほ
ど
頑
丈
に
な
っ
た
こ

と
や
、
軽
量
で
簡
便
な
桟
瓦
が
発
明
さ
れ
た
こ
と

も
瓦
葺
の
普
及
を
う
な
が
し
た
。
材
料
を
自
給
で

き
る
草
葺
や
板
葺
と
異
な
り
、
瓦
は
専
門
の
業
者

か
ら
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
畿
地
方
の

中
央
部
で
は
、
綿
や
菜
種
な
ど
商
品
作
物
の
栽
培

と
河
内
木
綿
、
奈
良
晒
の
生
産
な
ど
に
よ
り
比
較

的
早
く
か
ら
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
、
そ
の
こ
と
が

瓦
葺
が
普
及
す
る
重
要
な
要
因
と
な
っ
た
。

屋
根
の
か
た
ち
と
入
口
の
関
係
に
は
、
平
入
と

妻
入
と
い
う
区
別
が
あ
る
。
建
物
の
棟
と
平
行
な

面
（
平
）
に
入
口
を
設
け
る
も
の
を
平
入
、
直
角

な
面
（
妻
）
に
入
口
を
設
け
る
も
の
を
妻
入
と
称

す
る
。
平
入
の
民
家
は
広
く
全
国
に
み
ら
れ
る
が
、

妻
入
の
民
家
は
特
定
の
地
域
に
分
布
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
五
箇
山
の
合
掌
造
、
摂
津
か
ら
丹
波

西
南
部
・
山
城
中
部
の
摂
丹
型
、
若
狭
か
ら
丹
波

東
部
・
山
城
北
部
の
北
山
型
、
湖
北
か
ら
越
前
の

余
呉
型
な
ど
で
あ
る
。

民
家
の
平
面
は
、
基
本
形
式
と
し
て
整
形
四
間

取
り
、
前
座
敷
三
間
取
り
、
広
間
型
三
間
取
り
に

分
類
さ
れ
る
（
図
１
〜
３
）。
４
つ
の
居
室
を
田

の
字
形
に
配
す
る
整
形
四
間
取
り
が
全
国
的
に
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
世
初
期
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
と
そ
の
分
布
は
近
畿
地
方
の
中
央
部
に
限
ら
れ
、

近
畿
の
周
縁
地
域
に
は
前
座
敷
型
、
そ
れ
以
外
の

東
北
、
関
東
、
中
部
、
山
陰
な
ど
の
地
域
に
は
広

間
型
が
み
ら
れ
た
。
前
座
敷
が
左
右
２
室
、
あ
る

い
は
広
間
が
前
後
２
室
に
仕
切
ら
れ
る
と
四
間
取

　

民
家
と
地
域
性

伝
統
的
な
民
家
は
一
般
に
庶
民
の
住
ま
い
の
こ

と
を
い
い
、
地
域
の
風
土
や
生
活
、
生
業
に
か
な

っ
た
間
取
り
、
構
造
、
意
匠
、
材
料
が
長
年
に
わ

た
っ
て
発
展
定
着
し
て
、
地
域
の
環
境
の
中
で
一

定
の
合
理
性
を
も
ち
、
ま
た
独
自
の
文
化
を
形
成

し
た
。
民
家
の
普
請
は
、
地
元
の
職
人
が
地
元
の

材
料
と
技
術
を
も
っ
て
行
う
こ
と
が
原
則
で
あ
っ

た
。
そ
の
結
果
、
民
家
は
地
域
に
よ
り
独
自
の
特

徴
を
も
ち
、
そ
の
特
徴
の
有
無
に
よ
っ
て
一
つ
の

地
域
性
を
形
成
し
た
。

民
家
の
外
観
は
、
草
葺
の
場
合
、
広
く
全
国
に

寄
棟
造
が
み
ら
れ
る
が
、
近
畿
地
方
に
は
入
母
屋

造
が
多
く
、
比
較
的
せ
ま
く
限
ら
れ
た
地
域
に
切

妻
造
が
分
布
す
る
。
岐
阜
県
白
川
郷
・
富
山
県
五

箇
山
の
合
掌
造
は
、
切
妻
屋
根
の
妻
面
に
窓
を
開

け
て
通
風
採
光
を
は
か
り
、
屋
根
裏
で
養
蚕
を
行

っ
た
。
奈
良
県
・
大
阪
府
と
そ
の
周
辺
の
高
塀
造

は
、
切
妻
屋
根
の
妻
壁
を
塗
り
籠
め
て
上
端
に
瓦

中
川　

等図１　整形四間取り

図５　棟束組
　　 （重要文化財石田家住宅修理工事報告書）

図４　扠首組
　　 （重要文化財中家住宅修理工事報告書）
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用
す
る
な
ど
、
人
畜
共
同
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て

き
た
。
牛
馬
を
飼
育
す
る
内
厩
は
ふ
つ
う
土
間
の

前
隅
に
設
け
ら
れ
た
。

座
敷
ま
わ
り
は
、
自
然
環
境
を
背
景
と
し
た
地

域
性
よ
り
、
社
会
的
・
経
済
的
な
要
因
で
形
成
さ

れ
る
面
が
大
き
い
。
と
く
に
書
院
造
風
の
座
敷
は
、

近
世
初
期
の
上
層
民
家
に
お
い
て
主
屋
と
は
別
棟

で
建
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
次
第
に
主

屋
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
。
主
屋
の
座
敷
は
も
と

も
と
先
祖
の
霊
を
ま
つ
る
室
で
あ
り
、次
第
に
床・

棚
・
書
院
な
ど
接
客
空
間
と
し
て
整
備
さ
れ
、
近

代
以
後
は
意
匠
や
材
料
が
多
彩
に
な
り
趣
向
が
凝

ら
さ
れ
た
。

民
家
の
構
造
は
、
草
葺
屋
根
を
支
え
る
技
法
に

つ
い
て
２
形
式
に
分
類
さ
れ
る
。
太
い
斜
材
を
合

掌
形
に
組
ん
で
棟
木
を
支
え
る
扠
首
組
は
広
く
全

国
に
分
布
し
、
棟
束
を
た
て
て
棟
木
を
支
え
棟
木

か
ら
軒
桁
に
太
い
垂
木
を
架
け
渡
す
棟
束
組
は
近

畿
地
方
周
縁
部
の
古
民
家
に
み
ら
れ
る
（
図
４
・

５
）。
瓦
葺
屋
根
の
構
造
は
和
小
屋
を
基
本
と
し
、

し
ば
し
ば
登
り
梁
を
用
い
る
。

軸
組
の
構
造
は
、
居
室
境
の
中
柱
を
省
略
す
る

た
め
に
成
の
高
い
差
鴨
居
で
柱
間
を
固
め
る
こ
と

が
多
い
が
、
差
鴨
居
の
導
入
は
近
畿
地
方
で
17
世

紀
初
期
、
関
東
地
方
で
17
世
紀
後
半
以
後
で
あ
る
。

基
礎
ま
わ
り
は
、
近
畿
地
方
の
民
家
で
は
礎
石
建

て
を
基
本
と
し
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
ほ
と
ん
ど

土
台
を
い
れ
な
い
が
、
東
日
本
で
は
19
世
紀
中
頃

よ
り
土
台
を
ま
わ
す
よ
う
に
な
る
。
構
造
技
法
の

分
布
と
変
遷
に
お
い
て
、
東
日
本
と
西
日
本
で
は

い
く
つ
か
の
相
違
が
あ
る
よ
う
だ
。

伝
統
的
な
民
家
は
、
地
域
の
環
境
と
共
生
し
、

暮
ら
し
の
文
化
と
技
術
を
受
け
継
い
で
き
た
こ
と

が
わ
か
る
。

り
に
な
る
が
、
過
渡
期
に
は
室
境
が
食
い
違
う
四

間
取
り
も
現
れ
た
。
整
形
四
間
取
り
の
民
家
が
広

く
普
及
す
る
の
は
18
世
紀
中
頃
以
後
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

柱
の
配
置
と
間
隔
を
決
め
る
方
法
は
、
お
お
む

ね
東
日
本
は
柱
割
り
、
西
日
本
は
畳
割
り
を
基
本

と
す
る
。
柱
割
り
は
、
柱
の
心
々
距
離
す
な
わ
ち

１
間
の
長
さ
を
基
準
と
す
る
も
の
で
、
１
間
の
長

さ
は
５
尺
６
寸
か
ら
７
尺
ぐ
ら
い
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
畳
割
り
は
、
一
定
の
大
き
さ
の
畳
を
基

準
と
し
て
各
室
の
大
き
さ
を
決
め
る
も
の
で
、
京

間
の
畳
は
長
さ
６
尺
３
寸
、
幅
３
尺
１
寸
５
分
で
、

京
都
か
ら
西
へ
広
く
分
布
し
た
。
東
へ
の
広
が
り

は
滋
賀
県
中
部
ま
で
で
、
名
古
屋
を
中
心
と
す
る

地
域
に
は
、
中
京
間
と
称
す
る
長
さ
６
尺
の
畳
、

岐
阜
県
北
部
か
ら
富
山
県
、
石
川
県
に
は
長
さ
５

尺
８
寸
の
畳
が
多
い
。

民
家
の
屋
内
で
火
を
焚
く
場
所
に
は
囲
炉
裏
と

竈
が
あ
り
、
両
者
と
も
ほ
ぼ
全
国
的
に
み
ら
れ
る

が
、
東
日
本
で
は
囲
炉
裏
、
西
日
本
で
は
竈
が
主

役
で
あ
る
。
囲
炉
裏
は
、
炊
事
、
採
暖
、
照
明
な

ど
多
様
な
役
割
を
も
ち
、
湿
度
の
高
い
日
本
で
は

乾
燥
の
場
と
し
て
も
有
用
で
あ
っ
た
。
竈
は
、
と

く
に
近
畿
地
方
の
中
央
部
で
発
達
し
、
ご
は
ん
や

副
食
、
飼
料
、
湯
な
ど
加
熱
す
る
も
の
に
応
じ
て

大
き
さ
の
異
な
る
焚
口
を
勾
玉
形
に
並
べ
た
大
型

の
竈
が
普
及
し
た
。
囲
炉
裏
と
竈
の
位
置
関
係
は
、

気
温
の
低
い
地
域
で
両
者
が
近
づ
き
、
暖
か
い
地

域
で
離
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

か
つ
て
の
農
村
で
は
牛
や
馬
を
飼
う
家
が
多
く
、

東
日
本
で
は
馬
、
西
日
本
で
は
九
州
南
部
を
の
ぞ

い
て
牛
を
飼
育
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

近
年
に
な
っ
て
耕
耘
機
と
自
動
車
が
普
及
す
る
ま

で
は
、
水
田
の
耕
作
や
荷
物
の
輸
送
に
牛
馬
の
力

を
借
り
、
ま
た
田
畑
の
肥
料
に
牛
馬
の
糞
尿
を
活

図３　広間型三間取り　

図７　旧丸岡家住宅復原正面図
　　 （加悦町指定文化財旧丸岡家住宅移築復原工事報告書）

図８　旧丸岡家住宅平面図
　　 （加悦町指定文化財旧丸岡家住宅移築復原工事報告書）

図２　前座敷三間取り
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平
面
を
基
本
と
す
る
。

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
家
形
式
の
建
築
的
特
徴

に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

　

丹
後
型（
広
間
型
）の
民
家

外
観
は
入
母
屋
造
・
平
入
・
草
葺
で
、
積
雪
の

多
い
気
候
風
土
に
応
じ
て
屋
根
は
急
勾
配
で
あ
る

（
図
７
）。
そ
の
傾
向
は
と
く
に
山
間
部
の
民
家
に

顕
著
で
、
扠
首
の
長
さ
を
梁
の
５
分
の
４
と
す
る

勾
配
が
標
準
と
い
う
。
正
三
角
形
に
近
い
か
た
ち

で
、
合
掌
造
民
家
な
ど
と
並
ん
で
全
国
で
も
っ
と

も
勾
配
の
強
い
屋
根
の
一
つ
で
あ
る
。
葺
き
材
は
、

す
す
き
や
麦
藁
の
ほ
か
、
カ
ヤ
と
称
し
て
熊
笹
が

し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
。
葉
が
つ
い
た
ま
ま
葺
く

の
で
、
素
朴
な
味
わ
い
の
外
観
に
な
る
。
棟
は
杉

皮
と
竹
で
覆
う
形
式
が
古
く
、
時
代
が
下
が
る
と

箱
棟
も
散
見
す
る
。
と
く
に
山
間
部
の
民
家
で
は
、

冬
に
な
る
と
軒
先
ま
で
ユ
キ
ガ
コ
イ
（
雪
囲
い
）

を
設
け
て
外
回
り
を
包
み
込
む
。
雪
国
ら
し
い
民

家
景
観
で
あ
る
。

丹
後
地
域
で
は
、
ほ
か
に
草
葺
屋
根
を
切
り
上

げ
て
庇
を
め
ぐ
ら
せ
、
そ
の
間
に
小
窓
を
開
い
た

民
家
が
み
ら
れ
る
。
江
戸
後
期
以
後
の
養
蚕
家
屋

の
造
り
で
、
天
保
10
年
（
１
８
３
９
）
の
旧
永
島

家
住
宅
（
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
／
も
と
京

丹
後
市
丹
後
町
／
府
指
定
文
化
財
）
は
そ
の
初
期

の
建
物
で
あ
る
（
写
真
１
）。
丹
後
縮
緬
の
発
祥・

隆
盛
を
背
景
に
し
て
養
蚕
を
行
う
民
家
が
増
え
、

土
間
の
一
部
や
部
屋
の
上
に
中
二
階
を
つ
く
り
小

窓
を
開
い
て
換
気
採
光
を
は
か
っ
た
。
与
謝
野
町

加
悦
に
は
、
古
風
な
瓦
葺
の
主
屋
や
土
蔵
、
縮
緬

工
場
な
ど
が
残
り
、
丹
後
縮
緬
の
製
織
町
と
し
て

特
色
あ
る
町
並
み
を
伝
え
て
い
る
（
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
）。

　

京
都
府
の
民
家

京
都
府
の
民
家
は
、
地
域
的
に
丹
後
型
（
広
間

型
）、
北
山
型
、
北
船
井
型
、
摂
丹
型
、
南
山
城

型
（
四
間
取
り
型
）
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
町
家

を
加
え
て
６
形
式
か
ら
な
る
（
図
６
）。

丹
後
型
（
広
間
型
）
は
、
山
陰
地
方
か
ら
丹
後

全
域
・
丹
波
西
北
部
に
分
布
す
る
。
平
入
で
、
土

間
に
面
し
て
梁
行
い
っ
ぱ
い
の
広
間
を
設
け
、
上

手
に
座
敷
と
部
屋
を
並
べ
る
。
農
家
に
は
内
厩
が

あ
り
、
漁
家
に
は
な
い
。

北
山
型
は
、
若
狭
か
ら
丹
波
東
部
・
山
城
北
部

に
分
布
す
る
。
妻
入
を
本
来
と
し
、
棟
行
方
向
に

食
い
違
う
四
間
取
り
を
基
本
と
す
る
。
床
上
は
座

敷
・
下
の
間
・
台
所
・
部
屋
か
ら
な
り
、
前
面
に

土
間
と
内
厩
を
並
べ
る
。
土
間
は
狭
く
、
古
く
は

上
げ
庭
で
、
壁
は
板
壁
を
用
い
る
。

北
船
井
型
は
、
丹
波
中
北
部
に
分
布
す
る
。
北

山
型
の
一
系
統
だ
が
、
平
入
・
妻
入
と
も
に
あ
り
、

整
形
四
間
取
り
と
し
、
土
壁
を
用
い
る
。

摂
丹
型
は
、
摂
津
か
ら
丹
波
西
南
部
・
山
城
中

部
に
分
布
す
る
。
妻
入
で
、
縦
半
分
を
土
間
と
し
、

土
間
に
沿
っ
て
座
敷
・
台
所
・
部
屋
を
一
列
に
並

べ
る
平
面
を
基
本
と
す
る
。
座
敷
の
前
面
に
縁
側
、

土
間
の
前
隅
に
内
厩
を
設
け
る
。

南
山
城
型
（
四
間
取
り
型
）
は
、
河
内・大
和・

伊
賀
か
ら
山
城
南
部
に
分
布
す
る
。
平
入
で
、
床

上
は
座
敷
・
下
の
間
・
台
所
・
部
屋
を
田
の
字
形

に
配
す
る
。
土
間
は
広
く
、
台
所
の
土
間
側
に
広

敷
、
土
間
の
前
隅
に
内
厩
や
機
屋
を
設
け
る
。

町
家
は
、
京
都
の
市
中
と
府
下
の
城
下
や
街
道

筋
に
み
ら
れ
る
。
商
人
や
職
人
な
ど
の
住
ま
い
で
、

表
通
り
に
面
し
て
軒
を
連
ね
て
町
並
み
を
構
成
す

る
。
敷
地
は
間
口
が
狭
く
奥
行
の
深
い
形
状
で
、

通
り
庭
に
沿
っ
て
店
・
台
所
・
奥
座
敷
を
並
べ
る

写真５　行永家住宅の土間梁組
図６　京都府の民家分布

写真１　旧永島家住宅外観写真２　行永家住宅外観
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た
大
小
の
梁
を
半
間
ご
と
に
格
子
状
に
組
み
、
ま

た
端
部
が
鉄
砲
の
柄
の
よ
う
に
曲
が
っ
た
大
き
な

梁
（
鉄
砲
梁
）
を
用
い
る
な
ど
見
応
え
の
あ
る
架

構
を
展
開
し
た
（
写
真
４
）。
土
間
は
太
い
梁
を

縦
横
に
掛
け
、
と
く
に
梁
行
・
桁
行
に
３
本
ず
つ

６
本
の
太
い
丸
太
梁
を
曲
が
り
具
合
に
応
じ
て
上

下
に
交
差
さ
せ
て
組
ん
だ
梁
組
は
六
本
組
と
称
さ

れ
、
そ
の
系
統
の
豪
壮
な
梁
組
は
舞
鶴
大
工
の
伝

統
の
技
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
（
写
真
５
）。
構

造
に
意
匠
と
し
て
技
巧
を
凝
ら
す
こ
と
は
丹
後
型

民
家
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

古
い
遺
構
が
少
な
い
こ
と
も
丹
後
型
民
家
の
注

目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
確
実
に
17
世
紀
に
さ
か
の

ぼ
る
民
家
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
18
世
紀
初
期
頃
の

も
の
が
最
古
で
あ
る
。
そ
の
頃
に
建
て
ら
れ
た
民

家
に
は
、
近
郷
で
初
め
て
の
礎
石
建
て
で
、
見
物

に
来
る
人
が
多
か
っ
た
と
伝
え
る
旧
家
が
あ
る
。

当
地
域
で
礎
石
建
て
が
普
及
し
始
め
た
の
は
江
戸

中
期
と
思
わ
れ
、
そ
れ
以
前
は
掘
立
柱
が
一
般
的

で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
た
め
古
い
遺
構
が
少
な

い
の
で
あ
ろ
う
。

漁
村
の
住
ま
い
も
農
家
と
同
じ
く
広
間
型
系
統

の
建
て
方
で
あ
る
が
、
漁
家
で
は
ふ
つ
う
内
厩
が

な
く
、
ほ
ぼ
そ
の
分
だ
け
土
間
が
狭
く
な
っ
て
い

る
。
伊
根
町
伊
根
浦
は
、
湾
を
囲
む
山
々
が
海
に

迫
り
、
海
際
に
舟
屋
が
連
続
し
て
建
ち
、
山
側
に

主
屋
や
土
蔵
な
ど
が
並
ぶ
漁
村
景
観
を
伝
え
て
い

る（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）。
舟
屋
は
、

切
妻
造
・
妻
入
・
桟
瓦
葺
の
建
物
で
、
か
つ
て
は

草
葺
で
、
１
階
は
舟
揚
げ
場
、
２
階
は
漁
網
置
き

場
で
あ
っ
た
。
干
満
の
差
が
少
な
い
穏
や
か
な
海
、

湾
口
の
青
島
、
湾
を
囲
む
魚
付
林
な
ど
周
辺
環
境

と
と
も
に
独
特
の
歴
史
的
風
致
を
保
っ
て
い
る

（
写
真
６
）。

丹
後
の
農
村
部
で
、
瓦
葺
の
民
家
が
現
れ
る
の

は
19
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。文
政
８
年（
１

８
２
５
）
の
行
永
家
住
宅
（
舞
鶴
市
／
重
要
文
化

財
）
が
そ
の
初
期
の
建
物
で
あ
る
（
写
真
２
）。

入
母
屋
造
・
桟
瓦
葺
で
、
四
面
に
桟
瓦
葺
の
庇
を

ま
わ
し
、
軒
裏
は
漆
喰
で
塗
り
込
め
、
軒
下
の
壁

は
柱
を
み
せ
る
。

平
面
は
土
間
に
面
し
て
梁
行
い
っ
ぱ
い
の
広
間

を
設
け
、
上
手
に
座
敷
（
お
も
て
）
と
部
屋
（
な

ん
ど
）
を
並
べ
る
広
間
型
三
間
取
り
を
基
本
と
す

る
（
図
８
）。
江
戸
末
期
以
後
、
広
間
は
次
第
に

前
後
に
二
分
さ
れ
四
間
取
り
に
移
行
す
る
が
、
土

間
沿
い
二
室
の
間
仕
切
り
は
鴨
居
の
下
あ
る
い
は

上
下
に
障
子
を
建
て
る
だ
け
で
小
壁
を
つ
く
ら
な

い
簡
単
な
形
式
が
多
い
。
建
具
を
撤
去
す
れ
ば
前

後
二
室
は
空
間
的
に
一
体
化
し
、
広
間
型
の
伝
統

を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
３
）。

広
間
は
も
と
も
と
板
敷
で
、
日
常
生
活
や
作
業

な
ど
多
機
能
に
使
用
さ
れ
た
。
広
間
に
は
し
ば
し

ば
囲
炉
裏
を
切
り
、
ま
た
ロ
ク
ダ
イ
と
称
し
て
土

間
に
一
段
低
く
小
さ
な
板
間
を
張
り
出
し
て
竈
を

築
い
た
。
炊
事
や
食
事
な
ど
屋
内
生
活
の
大
部
分

は
広
間
に
集
約
さ
れ
、
火
処
の
周
囲
に
家
族
が
集

ま
っ
て
冬
を
暖
か
く
暮
ら
し
て
き
た
。

座
敷
は
仏
壇
を
構
え
て
先
祖
を
ま
つ
る
室
で
、

後
に
は
床
・
棚
・
書
院
な
ど
座
敷
飾
り
を
加
え
て

接
客
空
間
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
部
屋
は
就
寝
や

収
納
に
使
用
さ
れ
、
古
く
は
座
敷
境
を
土
壁
で
閉

ざ
す
な
ど
閉
鎖
的
に
仕
切
ら
れ
た
。
土
間
は
前
隅

に
内
厩
を
つ
く
り
、
後
寄
り
に
竈
や
流
し
な
ど
炊

事
設
備
を
配
し
た
。

屋
根
の
構
造
は
、
草
葺
で
は
扠
首
組
、
瓦
葺
で

は
和
小
屋
あ
る
い
は
登
り
梁
を
用
い
、
軸
組
の
構

造
は
、
居
室
境
を
成
の
高
い
差
物
（
ヒ
ラ
モ
ン
）

で
固
め
た
。
広
間
の
天
井
は
矩
形
断
面
に
仕
上
げ

●おもな参考文献
『京都府の民家 調査報告 第一冊～第七冊』京都府教育委員会、1966 ～ 75
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関野克監修『日本の民家1～ 8』学習研究社、1980 ～ 81
『加悦町指定文化財旧丸岡家住宅移築復原工事報告書』加悦町教育委員会、1994
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写真６　伊根浦の漁村景観

写真３　旧永島家住宅の広間と座敷写真４　旧永島家住宅の広間天井
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特
　
集

京
都
府
の
民
家　

２

北
山
型
と
摂
丹
型
の
民
家

なかがわ・ひとし

大阪産業大学デザイン工学部准教授
京都市文化財マネージャー育成実行委員会委員
ＮＰＯ法人古材文化の会副会長
ＮＰＯ法人文化財修復構造技術支援機構理事
河内いえ・まち再生会議理事
専門／建築史、居住文化史
著書／『伝統的都市集住環境の空間秩序生成に
　　　関する研究』（共著）など

　
北
山
型
の
民
家

北
山
型
の
民
家
は
、
若
狭
か
ら
丹
波
東
部
・
山

城
北
部
に
か
け
て
分
布
す
る
。外
観
は
入
母
屋
造・

妻
入
・
草
葺
で
、
平
面
は
棟
行
方
向
に
食
い
違
う

四
間
取
り
を
基
本
と
す
る
。
床
上
は
座
敷
・
下
の

間
・
台
所
・
部
屋
か
ら
な
り
、
前
面
に
土
間
と
内

厩
を
設
け
る
。
土
間
は
狭
く
、
古
く
は
土
を
床
高

近
く
ま
で
盛
り
上
げ
た
「
上
げ
庭
」
で
あ
っ
た
。

内
厩
は
下
の
間
と
直
に
接
し
て
い
た
が
、
時
代
が

下
が
る
と
両
者
の
間
に
土
間
が
通
り
、
平
入
に
転

ず
る
。

慶
安
３
年
（
１
６
５
０
）
の
石
田
家
住
宅
（
南

丹
市
美
山
町
／
重
要
文
化
財
）
は
北
山
型
最
古
の

民
家
で
あ
る（
写
真
１
）。
文
化
13
年（
１
８
１
６
）

の
小
林
家
住
宅（
南
丹
市
美
山
町
／
重
要
文
化
財
）

と
比
較
す
る
と
、
江
戸
前
期
か
ら
後
期
に
至
る
北

山
型
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
１・２
）。

１
６
０
年
余
り
の
間
に
、
妻
入
が
平
入
に
、
上
げ

庭
が
平
土
間
に
、
柱
の
釿
仕
上
げ
が
鉋
仕
上
げ
に
、

食
い
違
い
間
取
り
が
整
形
間
取
り
に
な
り
、
納
戸

構
え
（
敷
居
を
一
段
高
く
し
た
袖
壁
付
き
板
戸
片

引
き
）が
み
ら
れ
な
く
な
っ
た（
写
真
２
）。
ま
た
、

小
林
家
住
宅
で
は
床
上
部
が
拡
張
整
備
さ
れ
、
表

側
の
座
敷
は
３
室
を
並
べ
、
前
面
に
幅
１
間
の
広

縁
を
設
け
、
必
要
に
応
じ
て
広
縁
に
も
畳
を
敷
い

て
接
客
空
間
に
取
り
込
ん
だ
と
い
う
。

軸
組
の
構
造
は
、
棟
通
り
に
柱
を
密
に
建
て
、

平
面
を
大
き
く
左
右
に
二
分
す
る
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
。
石
田
家
住
宅
で
は
、
ほ
ぼ
半
間
間
隔
に
柱

を
た
て
貫
で
固
め
、
台
所
・
座
敷
境
と
台
所
・
下

の
間
境
の
片
引
き
戸
及
び
内
厩
・
土
間
境
の
半
間

以
外
は
す
べ
て
板
壁
で
閉
ざ
し
て
お
り
、
内
部
空

間
を
左
右
に
分
離
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

屋
根
の
構
造
は
、
棟
束
を
た
て
、
棟
束
の
中
程

か
ら
両
脇
の
母
屋
束
の
頂
部
へ
繋
梁
を
渡
し
て
組

み
固
め
る
「
お
だ
ち
・
と
り
い
組
」
を
基
本
と
す

る
（
図
３
）。
石
田
家
住
宅
は
「
お
だ
ち
・
と
り

中
川
　
等

写真１　石田家住宅の外観

図２　小林家住宅平面図
 （日本の民家３）

図１　石田家住宅平面図
 （日本建築史基礎資料集成21 民家）
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い
組
」
で
あ
る
が
、
石
田
家
に
匹
敵
す
る
古
い
民

家
に
、
内
部
の
３
本
の
柱
が
繋
梁
の
位
置
ま
で
た

ち
上
が
り
、
そ
れ
ら
が
２
間
の
梁
を
支
え
て
梁
上

に
短
い
棟
束
を
立
て
る
構
造
が
み
ら
れ
る
（
図

４
）。「
お
だ
ち
・
と
り
い
組
」
の
母
屋
束
が
柱
に

つ
な
が
る
な
ら
ば
、
棟
束
も
そ
の
可
能
性
が
あ
り
、

よ
り
古
い
形
式
と
し
て
棟
持
柱
構
造
が
推
定
さ
れ

る
。
棟
通
り
で
平
面
を
二
分
す
る
空
間
構
成
は
、

北
山
型
の
起
源
に
関
わ
る
伝
統
か
も
し
れ
な
い
。

江
戸
後
期
に
な
る
と
、
小
屋
裏
の
作
業
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
母
屋
束
を
垂
木
に
沿
っ
て
斜

め
に
立
て
る
手
法
が
現
れ
る
（
図
５
）。
こ
の
母

屋
束
を
上
ま
で
の
ば
し
て
扠
首
を
組
む
と
、扠
首・

棟
束
併
用
形
式
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
中
期
に
建
物
の
梁
間
規
模
に

関
す
る
法
度
が
幕
府
よ
り
出
さ
れ
た
。
新
規
に
建

て
る
場
合
は
梁
間
３
間
に
限
る
と
い
う
家
作
禁
令

で
あ
る
。
当
地
域
で
は
、
大
半
の
民
家
が
４
間
梁

あ
る
い
は
３
間
梁
で
あ
る
。
４
間
梁
の
民
家
は
本

家
筋
が
多
く
、
ふ
つ
う
江
戸
初
期
に
さ
か
の
ぼ
る

由
緒
を
も
つ
。
北
山
型
の
祖
型
が
棟
持
柱
構
造
で

あ
る
な
ら
ば
、
棟
通
り
を
中
心
と
し
て
対
称
形
に

柱
を
配
置
す
る
構
造
が
想
定
さ
れ
る
。
家
柄
の
古

い
民
家
が
梁
間
４
間
と
な
る
こ
と
は
首
肯
さ
れ
る
。

一
方
、
３
間
梁
の
民
家
は
分
家
筋
が
多
く
、
し
ば

し
ば
江
戸
中
期
以
後
の
分
出
で
あ
る
。
梁
間
制
限

の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

北
山
型
の
分
布
地
域
は
、
山
国
庄
・
弓
削
庄
・

名
田
庄
・
朽
木
庄
な
ど
中
世
の
杣
地
系
荘
園
を
核

と
し
た
来
歴
を
も
つ
。
土
間
が
狭
い
こ
と
、
土
壁

で
は
な
く
板
壁
を
用
い
る
こ
と
は
、
林
業
を
営
む

山
村
住
居
に
共
通
す
る
傾
向
で
あ
る
。

北
山
型
地
域
の
な
か
で
も
、
南
丹
市
美
山
町
は

草
葺
民
家
の
宝
庫
で
あ
る
。
と
く
に
由
良
川
流
域

の
北
・
南
・
江
和
・
下
平
屋
・
長
谷
な
ど
の
集
落

で
は
、
妻
入
の
古
風
な
民
家
が
点
在
し
、
稜
線
の

鋭
い
草
葺
屋
根
や
千
木
状
の
棟
飾
り
、
板
壁
を
用

い
た
外
壁
、
草
葺
の
小
屋
な
ど
が
緑
豊
か
な
山
々

を
背
景
に
歴
史
的
な
風
致
を
形
成
し
て
い
る
。
北

地
区
は
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

さ
れ
て
い
る
（
写
真
３
）。

京
都
市
北
部
の
山
間
で
あ
る
洛
北
地
域
で
は
、

妻
面
を
入
っ
た
土
間
が
狭
く
、
そ
の
ぶ
ん
台
所
が

広
い
板
の
間
と
な
り
、
中
程
に
囲
炉
裏
と
竈
を
連

結
し
て
築
く
構
え
が
み
ら
れ
る
。
火
を
焚
く
設
備

を
一
箇
所
に
ま
と
め
る
こ
と
で
暖
房
効
率
を
高
め
、

火
処
の
周
囲
に
家
族
が
集
ま
る
こ
と
で
寒
さ
厳
し

い
冬
を
暖
か
く
暮
ら
し
て
き
た
。

京
都
市
左
京
区
久
多
で
は
、
囲
炉
裏
に
座
っ
た

家
族
の
背
後
に
太
い
大
黒
柱
と
重
厚
な
納
戸
構
え
、

戸
棚
を
並
べ
、
天
井
の
力
強
い
梁
組
と
と
も
に
見

応
え
の
あ
る
内
部
空
間
を
構
成
し
て
い
る
。
竈
に

は
立
派
な
荒
神
さ
ん
を
祀
り
、
正
月
に
は
囲
炉
裏

の
後
方
に
歳
徳
さ
ん
を
飾
っ
て
台
所
に
彩
り
を
添

え
て
き
た
。
久
多
の
周
辺
は
、
北
山
型
の
中
で
も

特
に
長
く
妻
入
が
存
続
し
た
地
域
で
、
妻
を
入
っ

た
台
所
の
空
間
構
成
に
格
式
性
と
装
飾
性
が
加
味

さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

京
都
市
右
京
区
京
北
で
は
、
草
葺
民
家
だ
け
で

な
く
、
規
模
の
大
き
な
も
の
も
含
め
て
、
杉
皮
葺

の
民
家
と
付
属
屋
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
古
く
か

ら
京
都
に
大
量
の
材
木
を
お
さ
め
た
桂
川
水
系
の

本
格
的
な
林
業
経
営
が
杉
皮
葺
の
普
及
を
促
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

北
山
型
民
家
の
な
か
で
も
、
若
干
の
地
域
色
が

認
め
ら
れ
る
。

写真３　美山町北の集落景観 写真２　石田家住宅の納戸構え

図３　石田家住宅（1650年）断面図
 （京都府の民家 調査報告 第七冊）

図４　木戸家住宅（17世紀）断面図
 （京都府の民家 調査報告 第七冊）

図５　新道家住宅（1796年）断面図
 （京都府の民家 調査報告 第七冊）
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北
船
井
型
の
民
家

北
山
型
分
布
地
域
の
西
側
、
丹
波
中
北
部
に
は

北
船
井
型
の
民
家
が
み
ら
れ
る
。
北
山
型
の
一
系

統
に
属
す
る
が
、
外
観
は
入
母
屋
造
・
草
葺
で
、

妻
入
・
平
入
と
も
に
あ
り
、
平
面
は
整
形
四
間
取

り
を
基
本
と
す
る
。
座
敷
・
下
の
間
・
台
所
・
部

屋
を
田
の
字
形
に
配
し
、
土
間
の
前
隅
に
内
厩
、

後
寄
り
に
𥧄
や
流
し
な
ど
炊
事
設
備
を
設
け
る
。

屋
根
の
構
造
は
棟
束
組
が
古
式
で
あ
る
。
京
都
府

下
の
民
家
で
江
戸
初
期
か
ら
整
形
四
間
取
り
に
な

る
の
は
船
井
郡
北
部
と
南
山
城
地
域
だ
け
で
あ
る
。

渡
邊
家
住
宅
（
京
丹
波
町
／
17
世
紀
末
頃
／
重
要

文
化
財
）
は
そ
の
典
型
的
な
建
物
で
あ
る
。

北
船
井
型
と
北
山
型
は
構
造
形
式
が
類
似
し
、

分
布
地
域
も
隣
接
す
る
が
、
北
船
井
型
は
北
山
型

に
く
ら
べ
て
土
間
が
広
く
、「
上
げ
庭
」
が
あ
っ

た
形
跡
が
な
い
こ
と
、
土
壁
が
多
用
さ
れ
板
壁
が

少
な
い
こ
と
な
ど
が
相
違
す
る
。
農
業
の
比
重
が

よ
り
大
き
な
生
業
形
態
を
反
映
し
た
民
家
形
式
と

考
え
ら
れ
る
。

　
摂
丹
型
の
民
家

摂
丹
型
の
民
家
は
、
摂
津
北
部
か
ら
丹
波
西
南

部
、
山
城
中
部
に
か
け
て
分
布
す
る
。
外
観
は
入

母
屋
造
・
妻
入
・
草
葺
で
、
内
部
は
縦
半
分
を
土

間
と
し
て
、
土
間
に
沿
っ
て
表
か
ら
座
敷・台
所・

部
屋
の
３
室
を
１
列
に
並
べ
る
間
取
り
を
基
本
と

す
る
（
図
６
）。
座
敷
の
前
面
に
は
縁
側
を
設
け
、

半
間
以
上
の
幅
を
も
つ
広
縁
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。

土
間
の
前
隅
に
は
内
厩
、
後
寄
り
に
は
竈
や
流
し

な
ど
炊
事
設
備
を
配
す
る
。
軸
組
の
構
造
は
居
室

の
室
境
を
成
の
高
い
差
鴨
居
で
固
め
、
土
間
は
太

い
梁
を
縦
横
に
掛
け
る
。
屋
根
の
構
造
は
棟
束
組

が
古
式
で
（
図
７
）、
次
第
に
扠
首
組
が
増
加
し
、

過
渡
期
に
は
棟
束
と
扠
首
を
併
用
す
る
形
式
も
み

ら
れ
る
。

旧
岡
花
家
住
宅
（
綾
部
市
／
京
丹
波
町
よ
り
移

築
／
17
世
紀
末
頃
／
重
要
文
化
財
）
は
摂
丹
型
屈

指
の
古
民
家
で
あ
る
（
写
真
４
）。
そ
の
諸
形
式

か
ら
摂
丹
型
の
祖
型
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。
旧
岡

花
家
住
宅
は
妻
入
で
土
間
に
沿
っ
て
３
室
を
並
べ

る
典
型
的
な
摂
丹
型
で
あ
る
が
、
土
間
の
奥
に
細

長
い
室
を
設
け
る
点
は
珍
し
い
。
内
厩
の
外
側
を

す
べ
て
壁
で
閉
じ
る
こ
と
、
正
面
出
入
口
の
大
戸

を
外
壁
の
外
側
で
引
く
こ
と
は
特
異
な
形
式
で
は

あ
る
が
、
江
戸
中
期
以
前
の
摂
丹
型
の
古
民
家
に

し
ば
し
ば
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。

内
厩
の
外
側
に
戸
口
が
な
い
の
で
、
牛
馬
は
い

っ
た
ん
屋
内
の
土
間
を
通
っ
て
大
戸
口
か
ら
出
入

り
し
た
と
思
わ
れ
る
（
写
真
５
）。
ま
た
、
一
般

に
民
家
の
出
入
口
は
内
引
き
と
し
、
戸
を
外
で
引

く
の
は
厩
口
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

摂
丹
型
の
大
戸
口
は
元
来
は
厩
口
で
、
内
厩
は
も

と
も
と
座
敷
と
直
に
接
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
に
内
厩
の
一
部
に
土

間
が
通
っ
て
妻
入
に
な
っ
て
か
ら
も
、
し
ば
ら
く

は
外
引
き
の
大
戸
口
か
ら
人
も
牛
馬
も
出
入
り
し

た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
経
緯

に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
古
い
民
家
で
は

座
敷
・
土
間
境
が
板
壁
な
ど
閉
鎖
的
な
間
仕
切
り

に
復
原
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
摂
丹
型
民
家
の
祖

型
は
、
平
入
で
、
土
間
は
台
所
の
前
に
限
ら
れ
、

広
い
内
厩
が
座
敷
と
接
す
る
形
態
だ
っ
た
と
い
う

推
測
に
至
る
。

写真５　旧岡花家住宅の大戸口 写真４　旧岡花家住宅の外観

図７　旧岡花家住宅断面図
 （重要文化財旧岡花家住宅移築修理工事報告書）

図６　旧岡花家住宅平面図
 （重要文化財旧岡花家住宅移築修理工事報告書）
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で
は
、
摂
丹
型
の
妻
入
民
家
の
成
立
背
景
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
摂
丹
型
民

家
は
、
そ
の
分
布
範
囲
が
細
川
管
領
支
配
領
域
と

合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
中
世
末
期
に
在
地
支
配
に

携
わ
っ
た
名
主
・
地
侍
層
の
身
分
地
位
の
建
築
的

な
表
現
と
し
て
、
妻
正
面
に
座
敷
と
広
縁
、
破
風

を
配
す
る
格
式
的
な
構
成
が
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
地
元
で
は
、
摂
丹
型
の
妻
入
民
家
を

ホ
ン
ヤ
あ
る
い
は
コ
マ
イ
リ
、
そ
れ
以
外
の
平
入

民
家
を
ヨ
コ
ヤ
あ
る
い
は
オ
オ
マ
イ
リ
と
呼
び
分

け
る
こ
と
が
あ
り
、
上
層
民
家
で
妻
入
を
保
守
す

る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

摂
丹
型
民
家
は
、
規
模
が
大
き
く
な
る
と
居
室

を
２
列
に
並
べ
、
ま
た
角
屋
造
と
称
し
て
上
手
側

面
前
寄
り
に
座
敷
を
突
出
す
る
。
入
母
屋
の
妻
面

を
正
面
に
向
け
て
、
上
手
に
角
屋
の
屋
根
が
の
び

る
外
観
は
風
格
が
あ
る
（
写
真
６
）。
角
屋
造
の

発
生
は
18
世
紀
初
期
頃
で
あ
り
、
時
代
が
下
が
る

と
寛
政
２
年
（
１
７
９
０
）
の
遠
山
家
住
宅
（
亀

岡
市
／
重
要
文
化
財
）
の
よ
う
に
主
屋
の
庇
と
角

屋
を
瓦
葺
と
し
、
座
敷
ま
わ
り
を
さ
ら
に
格
式
的

に
構
成
す
る
形
式
が
あ
ら
わ
れ
る
（
図
８
）。

現
在
で
は
、
摂
丹
型
の
妻
入
民
家
よ
り
平
入
の

草
葺
民
家
や
瓦
葺
民
家
が
多
数
を
占
め
る
が
、
平

入
民
家
は
、
四
間
取
り
な
ど
摂
丹
型
と
は
異
な
る

平
面
形
式
を
も
つ
。
屋
根
構
造
は
草
葺
の
場
合
は

棟
束
組
か
ら
扠
首
組
へ
変
化
し
、
瓦
葺
の
場
合
は

和
小
屋
あ
る
い
は
登
り
梁
を
用
い
る
。

平
入
民
家
の
四
間
取
り
に
は
、
土
間
に
沿
っ
て

台
所
と
部
屋
を
並
べ
、
上
手
に
下
座
敷
・
上
座
敷

を
配
す
る
特
徴
的
な
平
面
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら

の
民
家
で
は
、
も
と
も
と
台
所
・
土
間
境
は
開
放
、

部
屋
・
土
間
境
は
土
壁
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
間
取
り
は
、
京
都
市
北
郊
の
岩
倉
や
京
都
府
船

井
郡
、
亀
岡
市
、
大
阪
府
豊
能
郡
な
ど
で
確
認
さ

れ
て
お
り
、
当
地
域
の
平
面
類
型
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
る
。

京
都
市
嵯
峨
野
か
ら
乙
訓
に
か
け
て
の
洛
西
地

域
で
は
、
正
面
を
入
母
屋
、
背
面
を
切
妻
に
す
る

片
入
母
屋
造
が
散
見
す
る
（
写
真
７
）。
切
妻
側

で
は
妻
梁
を
用
い
ず
、
柱
が
直
接
に
棟
木
や
母
屋

を
支
持
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
構
造
を
タ
テ
ノ

ボ
シ
と
称
す
る
。
現
在
は
数
が
少
な
く
な
っ
た
が
、

か
つ
て
は
洛
西
の
民
家
景
観
を
特
徴
づ
け
る
建
て

方
で
あ
っ
た
。

亀
岡
市
大
井
町
で
は
、
京
都
府
下
で
は
珍
し
く

寄
棟
造
の
草
葺
民
家
が
少
数
な
が
ら
み
ら
れ
る
。

平
安
時
代
の
武
将
、
渡
辺
綱
の
流
れ
を
く
む
と
い

う
家
筋
の
民
家
形
式
で
、
寄
棟
屋
根
に
つ
く
る
の

は
、
鬼
が
入
母
屋
の
破
風
か
ら
入
り
込
む
の
を
防

ぐ
工
夫
だ
と
伝
え
て
い
る
。
特
定
の
由
緒
を
も
っ

て
継
承
さ
れ
て
き
た
民
家
の
か
た
ち
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

摂
丹
型
の
妻
入
民
家
は
妻
を
、
平
入
民
家
は
平

を
南
面
さ
せ
る
建
て
方
が
通
例
で
、
妻
入
と
平
入

で
は
棟
の
方
向
が
異
な
る
。
ほ
か
に
も
角
屋
造
や

片
入
母
屋
造
、
寄
棟
造
な
ど
多
様
な
民
家
が
散
在

し
、
長
屋
門
を
設
け
る
屋
敷
構
え
も
み
ら
れ
る
。

同
じ
系
統
に
属
す
る
妻
入
民
家
と
平
入
民
家
が
棟

を
平
行
に
並
べ
て
整
然
と
建
ち
並
ぶ
北
山
型
地
域

と
は
ま
た
異
な
る
変
化
に
富
ん
だ
集
落
景
観
を
展

開
し
て
い
る
。
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写真７   片入母屋造の背面外観（長岡京市史 建築・美術編） 写真６　角屋造の外観（京都府の民家 調査報告 第七冊）

図８　遠山家住宅復原平面図
 （新修亀岡市史 資料編第二巻）
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特
　
集

京
都
府
の
民
家　
３

南
山
城
型（
四
間
取
り
型
）

の
民
家
と
町
家

なかがわ・ひとし

大阪産業大学デザイン工学部准教授
京都市文化財マネージャー育成実行委員会委員
ＮＰＯ法人古材文化の会副会長
ＮＰＯ法人文化財修復構造技術支援機構理事
河内いえ・まち再生会議理事
専門／建築史、居住文化史
著書／『伝統的都市集住環境の空間秩序生成に
　　　関する研究』（共著）など

　

  

南
山
城
型（
四
間
取
り
型
）

 

の
民
家

四
間
取
り
型
の
民
家
は
、
河
内
・
大
和
・
伊
賀

か
ら
山
城
南
部
に
か
け
て
分
布
す
る
。
外
観
は
入

母
屋
造
・
平
入 

・
草
葺
で
、
平
面
は
整
形
四
間

取
り
を
基
本
と
す
る
。
床
上
は
座
敷
・
下
の
間
・

台
所
・
部
屋
を
田
の
字
形
に
並
べ
、
台
所
か
ら
土

間
に
「
広
敷
」
と
い
う
板
間
を
張
り
出
す
。
土
間

の
前
隅
に
は
内
厩
あ
る
い
は
機
部
屋
、
後
寄
り
に

は
竈
や
流
し
な
ど
炊
事
設
備
を
配
す
る
。
屋
根
構

造
は
扠さ

首す

組ぐ
み

で
あ
る
。 

１
６
６
５
（
寛
文
５
）
年
の
小
林
家
住
宅
（
木

津
川
市
山
城
町
／
重
要
文
化
財
）
は
南
山
城
最
古

の
民
家
で
あ
る
（
写
真
１
・
２
）。
武
士
出
身
の

旧
家
で
、
正
面
に
長
屋
門
を
設
け
る
格
式
的
な
屋

敷
構
え
を
も
つ
。
主
屋
は
も
と
入
母
屋
造
・
草
葺

で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
切
妻
造
の
高
塀
造
に
改
め

ら
れ
た
。
平
面
は
整
形
四
間
取
り
を
基
本
と
し
、

上
屋
柱
の
多
く
を
１
間
間
隔
に
た
て
る
こ
と
、
小

屋
梁
を
折
置
き
（
柱
の
頂
部
に
小
屋
梁
を
の
せ
、

そ
の
上
に
桁
を
お
く
方
式
）
に
架
け
る
こ
と
、
玄

関
・
土
間
境
の
前
寄
り
１
間
を
土
壁
で
閉
ざ
す
こ

と
、
台
所
・
土
間
境
の
建
具
を
突
止
め
形
式
と
す

る
こ
と
な
ど
古
風
な
手
法
が
み
ら
れ
る
（
図
１
）。 

高
塀
造
は
、
本
屋
部
分
を
切
妻
造
の
草
葺
屋
根

と
し
、
塗
り
籠
め
た
妻
壁
を
た
ち
上
げ
て
螻け
ら

羽ば

に

２
列
ほ
ど
瓦
を
葺
い
た
造
り
で
あ
る
。
竈
の
あ
る

土
間
部
分
と
角
屋
座
敷
は
瓦
葺
の
落
ち
棟
あ
る
い

は
庇
と
し
て
取
り
付
く
。
草
葺
屋
根
の
端
部
、
塗

り
籠
め
た
妻
壁
を
た
ち
上
げ
て
瓦
を
葺
い
た
部
分

を
「
高
塀
」
と
称
し
、
高
塀
に
面
し
て
瓦
屋
根
を

設
け
る
こ
と
で
、
竈
屋
土
間
は
防
火
構
造
、
角
屋

座
敷
は
格
式
意
匠
を
と
と
の
え
る
。
高
塀
造
は
河

内
・
大
和
を
中
心
と
し
た
一
帯
に
み
ら
れ
、
南
山

城
は
分
布
域
の
北
限
に
あ
た
る
。
入
母
屋
造
が
一

般
的
で
あ
っ
た
当
地
域
に
あ
っ
て
、
高
塀
造
は
18

世
紀
に
出
現
し
た
。 

中
川　

等

写真１　小林家住宅の敷地全景
（小林家住宅長屋門ほか四棟保存修理工事報告書）

図２　旧近藤家住宅梁行断面図
（京都府の民家 調査報告 第七冊）

図１　小林家住宅復原平面図
（小林家住宅長屋門ほか四棟保存修理工事報告書）
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南
山
城
は
京
都
府
の
農
村
部
で
も
っ
と
も
早
く

瓦
屋
根
が
普
及
し
た
地
域
で
あ
る
。
府
下
で
年
代

の
明
ら
か
な
最
古
の
瓦
葺
民
家
は
、１
７
６
８（
明

和
５
）
年
の
旧
近
藤
家
住
宅
（
城
陽
市
／
現
存
せ

ず
）
で
あ
る
（
図
２
）。
ま
た
、
１
７
８
１
（
天

明
元
）
年
の
河
原
村
（
木
津
川
市
加
茂
町
）
の
村

法
度
で
小
高
（
10
石
以
下
）
の
百
姓
が
瓦
庇
付
き

の
家
を
建
て
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

18
世
紀
後
期
に
は
村
法
度
で
禁
止
す
る
ほ
ど
に
普

及
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
全
国
的
に
は
増
田

家
住
宅
（
和
歌
山
県
岩
出
市
／
１
７
０
６
年
／
重

要
文
化
財
）
が
農
村
部
に
お
け
る
瓦
葺
民
家
の
早

い
例
で
あ
る
。 

南
山
城
の
民
家
は
、
丹
後
・
丹
波
の
民
家
と
比

較
し
て
土
間
が
広
く
、
広
い
土
間
に
発
達
し
た
梁

組
が
み
ら
れ
る
。
土
間
の
中
程
に
た
つ
太
い
柱
か

ら
背
面
の
側
柱
に
か
け
て
、「
煙
返
し
」
と
い
う

大
梁
を
渡
し
て
、
竈
の
あ
る
土
間
と
居
室
側
の
土

間
を
区
切
り
、
梁
上
部
の
土
壁
に
よ
っ
て
竈
の
煙

が
居
室
側
に
流
れ
込
ま
な
い
造
り
に
な
っ
て
い
る

（
図
３
）。
食
事
は
、
台
所
か
ら
土
間
に
張
り
出
し

た
広
敷
で
行
わ
れ
た
。
男
性
は
土
間
に
向
か
っ
て

広
敷
に
座
り
、
女
性
は
土
間
に
腰
掛
け
を
お
い
て

台
所
の
ほ
う
を
向
い
て
食
事
を
し
た
。
女
性
の
座

席
は
、
竈
や
流
し
に
す
ぐ
に
立
っ
て
行
け
る
の
で

便
利
が
良
か
っ
た
と
い
う
。 

民
家
の
座
敷
は
も
と
も
と
先
祖
の
霊
を
ま
つ
る

室
で
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
の
上
層
民
家
で
は
、

し
ば
し
ば
書
院
風
の
座
敷
を
別
棟
あ
る
い
は
角
屋

と
し
て
設
け
た
。
伊
佐
家
住
宅
（
八
幡
市
／
１
７

３
４
年
／
重
要
文
化
財
）
は
、
整
形
四
間
取
り
を

基
本
と
し
て
、
床
・
棚
・
付
書
院
を
構
え
て
長
押

を
ま
わ
し
た
書
院
風
の
８
畳
座
敷
を
突
出
し
て
設

け
た
（
図
４
）。
澤
井
家
住
宅
（
京
田
辺
市
／
１

７
４
１
年
／
重
要
文
化
財
）
は
、
前
身
建
物
で
は

主
屋
と
別
棟
の
座
敷
を
付
属
し
た
が
、
再
建
に
際

し
て
角
屋
座
敷
と
し
て
直
接
主
屋
に
取
り
付
く
形

式
に
な
っ
た
（
写
真
３
）。 

南
山
城
で
は
、
小
林
家
・
伊
佐
家
・
澤
井
家
な

ど
大
型
民
家
が
み
ら
れ
る
一
方
、
江
戸
中
期
か
ら

明
治
期
に
か
け
て
三
間
取
り
・
二
間
取
り
の
民
家

が
多
か
っ
た
。
村
全
体
の
民
家
の
間
取
り
が
ほ
ぼ

判
明
す
る
大
野
村
『
建
家
図
面
帳
』（
木
津
川
市

加
茂
町
／
１
８
８
４
年
）
に
よ
る
と
、
74
戸
の
う

ち
六
間
取
り
２
戸
、
四
間
取
り
15
戸
、
三
間
取
り

５
戸
、
二
間
取
り
47
戸
、
一
間
取
り
５
戸
で
、
二

間
取
り
が
当
時
の
一
般
的
な
住
宅
形
式
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
丹
後
・
丹
波
と
異
な
り
、
民
家

規
模
の
格
差
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
当
地
域
の
特

徴
で
あ
る
。 

集
落
形
態
と
し
て
は
、
中
世
に
形
成
さ
れ
た
環

濠
集
落
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
な
か
で
木
津
川
市

山
城
町
の
上
狛
は
も
っ
と
も
大
き
な
環
濠
集
落
で
、

東
西
３
３
０
ｍ
、
南
北
３
６
０
ｍ
ほ
ど
の
規
模
を

も
ち
、
戸
数
約
３
０
０
戸
か
ら
な
る
。
集
落
は
旧

奈
良
街
道
に
沿
っ
て
立
地
し
、
濠
や
竹
藪
、
井
戸

が
残
り
、
長
屋
門
を
構
え
た
民
家
や
高
塀
造
の
民

家
が
散
見
す
る
。 

城
陽
市
寺
田
は
、
古
代
の
条
里
制
を
踏
襲
し
て

東
西
の
街
路
を
一
町
（
約
１
０
９
ｍ
）
ご
と
に
配

し
、
そ
の
両
側
に
２
列
ず
つ
屋
敷
を
並
べ
る
構
成

を
基
本
と
す
る
。
街
路
に
面
す
る
前
列
の
屋
敷
に

は
し
ば
し
ば
長
屋
門
と
土
蔵
を
構
え
、
街
路
に
面

さ
な
い
後
列
の
屋
敷
に
は
街
路
か
ら
直
角
に
路
地

（
入
り
道
）
を
設
け
て
出
入
り
す
る
独
特
の
集
落

形
態
を
伝
え
て
い
る
。

写真３　澤井家住宅の座敷 写真２　小林家住宅の外観

図３　旧松岡家住宅復原透視図
（加茂町史 第二巻 近世編）

図４　伊佐家住宅普請願絵図
（主屋部分解読／伊佐家住宅（主屋）修理工事報告書）
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京
の
町
家
・
府
下
の
町
家

京
の
町
家
は
、
間
口
が
狭
く
奥
行
の
深
い
「
鰻

の
寝
床
」
と
い
う
細
長
い
敷
地
に
た
ち
、
主
屋
は

ふ
つ
う
切
妻
造
・
平
入
・
桟
瓦
葺
、
表
構
え
は
千

本
格
子
・
揚
見
世
・
通
り
庇
・
む
し
こ
窓
な
ど
か

ら
な
る
（
写
真
４
）。
平
面
は
、
通
り
庭
と
い
う

土
間
に
沿
っ
て
表
か
ら
店
・
玄
関
・
台
所
・
奥
の

４
室
を
１
列
に
並
べ
る
間
取
り
を
標
準
と
し
（
図

５
）、
間
口
が
広
い
場
合
は
居
室
を
２
列
に
配
す

る
。
通
り
庭
の
奥
に
は
竈
・
流
し
・
井
戸
な
ど
炊

事
設
備
を
設
け
る
。 

表
通
り
に
面
し
て
店
棟
を
構
え
、
奥
に
平
行
し

て
居
室
棟
を
建
て
、
両
者
を
玄
関
棟
で
接
合
す
る

「
表
屋
造
」
は
京
の
町
家
の
一
到
達
点
で
あ
る
。

玄
関
棟
の
両
側
に
中
庭
、
居
室
棟
の
奥
に
奥
庭
を

と
と
の
え
、
建
物
と
庭
を
交
互
に
配
置
す
る
こ
と

で
、
奥
行
き
の
深
い
住
ま
い
に
光
と
風
、
そ
し
て

庭
ご
と
の
美
し
さ
と
季
節
感
を
取
り
込
む
。
夏
に

な
る
と
建
具
を
す
だ
れ
や
葭
戸
な
ど
通
気
性
の
高

い
も
の
に
改
め
、
畳
の
上
に
網
代
や
籐
筵
を
敷
き
、

適
所
に
打
ち
水
を
す
る
な
ど
、
蒸
し
暑
い
夏
を
涼

し
く
過
ご
す
伝
統
が
あ
り
、
建
物
の
か
た
ち
を
生

か
し
た
暮
ら
し
の
知
恵
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

杉
本
家
住
宅
（
京
都
市
下
京
区
／
１
８
７
０
年

／
重
要
文
化
財
）
は
表
屋
造
の
大
型
町
家
で
あ
る

（
写
真
５
）。
奈
良
屋
の
屋
号
を
も
つ
呉
服
店
で
、

京
で
仕
入
れ
て
関
東
で
販
売
す
る
い
わ
ゆ
る
他
国

店
持
京
商
人
で
あ
っ
た
。
幅
の
広
い
床
・
棚
を
備

え
た
座
敷
や
独
立
し
た
仏
間
の
構
え
、
15
畳
大
に

復
さ
れ
る
台
所
な
ど
大
店
の
風
格
を
も
つ
。
庭
園

や
茶
室
、
土
蔵
、
高
塀
も
含
め
て
町
家
の
屋
敷
構

え
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
祇
園
祭
で
は
伯
牙
山
の

お
飾
り
場
と
な
り
、
人
々
で
に
ぎ
わ
う
。 

京
都
の
市
街
中
心
部
は
、
天
明
の
大
火
（
１
７

８
８
）
や
元
治
の
大
火
（
１
８
６
４
）
な
ど
度
重

な
る
火
災
の
た
め
、
現
存
す
る
町
家
の
大
半
は
幕

末
以
後
の
建
物
で
あ
る
。
大
正
期
頃
に
は
、
主
屋

を
表
通
り
に
直
面
さ
せ
ず
、
通
り
に
沿
っ
て
高
塀

を
構
え
、
前
栽
や
通
路
を
隔
て
た
奥
に
主
屋
を
配

す
る
造
り
が
目
に
付
く
。
高
塀
は
ふ
つ
う
瓦
屋
根
、

瓦
庇
、
出
格
子
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
町
並
み
の

連
続
性
に
配
慮
さ
れ
る
。
年
代
や
職
種
に
よ
っ
て

京
の
住
ま
い
は
多
様
な
か
た
ち
を
み
せ
な
が
ら
、

多
様
性
と
統
一
性
を
な
じ
み
よ
く
調
和
共
存
さ
せ

た
景
観
を
受
け
継
い
で
い
る
。 

市
街
の
中
心
部
で
は
、
町
家
が
長
く
連
檐
す
る

町
並
み
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
が
、
西
陣
で
は

織
物
業
を
営
む
家
々
の
佇
ま
い
が
保
た
れ
、
山
鉾

町
で
は
商
家
や
町
会
所
が
町
の
活
気
を
伝
え
、
本

願
寺
寺
内
町
で
は
仏
具
・
仏
壇
・
仏
書
の
店
や
旅

館
が
風
情
を
添
え
て
い
る
。
主
屋
の
脇
に
路
地
を

設
け
て
、
細
長
い
路
地
の
奥
に
長
屋
建
の
借
家
を

建
て
る
こ
と
も
多
く
、
地
蔵
を
ま
つ
る
な
ど
趣
深

い
空
間
を
構
成
す
る
。 

市
街
の
周
縁
部
で
は
、
東
山
山
麓
の
寺
社
と
門

前
町
の
産
寧
坂
地
区
、
洗
練
さ
れ
た
茶
屋
が
並
ぶ

祇
園
新
橋
地
区
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
街
道

沿
い
の
嵯
峨
鳥
居
本
地
区
、
明
神
川
に
沿
っ
た
旧

社
家
町
の
上
賀
茂
地
区
（
以
上
、
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
）、
酒
蔵
と
商
家
の
町
並
み
が

残
る
伏
見
、
街
道
沿
い
の
門
前
町
の
鞍
馬
、
街
道

沿
い
の
宿
場
町
の
樫
原
な
ど
、
必
ず
し
も
町
家
に

限
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
地
域
の
歴
史
を
伝
え

る
景
観
と
風
致
を
継
承
し
て
い
る
。 

写真５　杉本家住宅の外観 写真４　川北家住宅の外観

図７　瀧澤家住宅平面図
（瀧澤家住宅修理工事報告書）

図６　瀧澤家住宅正面図
（瀧澤家住宅修理工事報告書）

図５　京の町家の平面図
（日本の民家６）
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瀧
澤
家
住
宅
（
京
都
市
左
京
区
／
１
７
６
０
年

／
重
要
文
化
財
）
は
洛
北
の
鞍
馬
街
道
に
面
し
た

旧
炭
問
屋
の
家
で
あ
る
（
図
６
・
７
）。
切
妻
造
・

桟
瓦
葺
の
屋
根
両
妻
に
卯
建
を
あ
げ
た
古
風
な
外

観
を
も
つ
が
、
当
初
は
低
い
中
２
階
で
屋
根
・
卯

建
と
も
杉
皮
葺
で
あ
っ
た
。
平
面
は
通
り
庭
に
沿

っ
て
３
室
を
並
べ
、
土
間
は
や
や
広
い
。
洛
中
の

町
家
で
は
な
い
が
、
建
築
年
代
の
明
ら
か
な
市
内

最
古
級
の
町
家
で
あ
る
。 

府
下
で
は
、
宮
津
、
西
舞
鶴
、
園
部
、
亀
岡
、

向
日
町
な
ど
旧
城
下
や
街
道
筋
に
伝
統
的
な
町
家

と
町
並
み
が
残
っ
て
い
る
。

宮
津
と
西
舞
鶴
は
、
日
本
海
に
面
す
る
良
港
で
、

城
下
町
と
し
て
発
展
、
ま
た
海
上
交
通
の
要
地
と

し
て
栄
え
た
。
と
も
に
廻
船
問
屋
や
商
家
が
軒
を

連
ね
て
い
た
往
時
の
面
影
を
伝
え
る
。
旧
三
上
家

住
宅
（
宮
津
市
／
１
７
８
３
年
／
重
要
文
化
財
）

は
宮
津
城
下
有
数
の
商
家
で
、
酒
造
業・廻
船
業・

糸
問
屋
な
ど
を
営
ん
だ
（
図
８
）。
大
規
模
な
町

家
で
、
妻
入
の
主
屋
を
中
心
と
し
て
、
上
手
に
座

敷
棟
や
表
門
、
下
手
に
釜
場
や
酒
造
蔵
な
ど
を
配

す
る
。
白
漆
喰
の
大
壁
や
土
戸
な
ど
防
火
構
造
に

徹
し
た
構
え
を
も
ち
、
接
客
座
敷
や
生
業
施
設
も

よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

丹
波
地
方
の
旧
山
陰
道
に
沿
っ
た
城
下
や
宿
場

に
は
、
妻
入
で
正
面
に
水
切
り
庇
を
一
、
二
段
設

け
、
妻
壁
を
白
漆
喰
な
ど
で
塗
り
籠
め
た
町
家
が

み
ら
れ
る
（
写
真
６
）。
こ
の
形
式
の
町
家
は
、

旧
城
下
町
で
あ
る
南
丹
市
園
部
町
や
亀
岡
市
な
ど

に
残
っ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
摂
丹
型
妻
入
民
家
の

分
布
地
域
と
重
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
町
並
み
は

平
入
の
町
家
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
は
幕
末
以

後
の
傾
向
で
あ
る
。
む
し
こ
窓
や
格
子
な
ど
共
通

の
要
素
を
も
ち
な
が
ら
、
平
入
の
町
家
が
続
く
京

都
の
市
中
と
は
ま
た
異
な
っ
た
町
並
み
を
展
開
し

て
い
る
。 

向
日
町
は
、
西
国
街
道
と
愛
宕
道
、
丹
波
道
が

合
流
す
る
交
通
の
要
地
と
し
て
、
ま
た
向
日
神
社

の
門
前
町
と
し
て
発
展
し
た
。
須
田
家
住
宅
（
向

日
市
／
18
世
紀
初
期
頃
／
府
指
定
文
化
財
）
は
、

代
々
醤
油
の
製
造
販
売
を
営
ん
だ
（
写
真
７
）。

当
初
は
土
間
に
沿
っ
て
居
室
を
３
室
並
べ
る
形
式

で
、
幕
末
期
に
上
手
列
、
明
治
期
に
奥
座
敷
を
増

築
し
た
。
登
り
梁
を
扠さ

首す

状じ
ょ
う

に
組
む
瓦
屋
根
の
古

い
構
造
を
伝
え
て
い
る
。
富
永
屋
（
向
日
市
／

１
７
３
５
年
）
は
、
代
々
宿
屋
を
営
ん
だ
旧
家
で
、

江
戸
後
期
の
地
理
学
者
・
測
量
家
で
あ
る
伊
能
忠

敬
が
宿
泊
す
る
な
ど
向
日
町
の
歴
史
を
物
語
る
文

化
資
産
で
あ
る
。

　

 

お
わ
り
に

京
都
府
の
民
家
は
、
丹
後
型
（
広
間
型
）、
北

山
型
、
北
船
井
型
、
摂
丹
型
、
南
山
城
型
（
四
間

取
り
型
）
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
町
家
を
加
え
て

６
形
式
か
ら
な
る
。
全
国
的
に
み
て
、
一
つ
の
府

域
に
こ
れ
だ
け
多
彩
な
民
家
形
式
が
分
布
し
て
い

る
こ
と
は
珍
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
家
の
か
た
ち

は
、
自
然
や
歴
史
、
社
会
な
ど
地
域
環
境
の
中
で
、

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
特
徴
と
魅
力
を
育
み
、
先

人
の
知
恵
と
経
験
を
蓄
積
し
て
、
快
適
で
豊
か
に

暮
ら
す
仕
組
み
を
培
っ
て
き
た
。 

地
域
の
環
境
と
共
生
し
、
文
化
を
受
け
継
い
で

き
た
伝
統
民
家
の
特
徴
と
魅
力
に
学
び
、
今
後
の

住
ま
い
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

●おもな参考文献
『京都府の民家 調査報告 第一冊～第七冊』京都府教育委員会、1966 ～ 75
大河直躬他『日本建築史基礎資料集成２１ 民家』中央公論美術出版、1976 
林野全孝『近畿の民家』相模書房、1980 
関野克監修『日本の民家１～８』学習研究社、1980 ～ 81 
『重要文化財伊佐家住宅(主屋)修理工事報告書』京都府教育委員会、1982 
『重要文化財瀧澤家住宅修理工事報告書』京都府教育委員会、1985 
『京の住まい 地域の文化財としての民家』京都市文化財ブックス第８集、1993 
『京都府指定有形文化財須田家住宅保存修理工事報告書』須田久重、1998 
『京都府指定有形文化財三上家住宅整備工事報告書』宮津市教育委員会、2001 
『京都府指定有形文化財(建造物)小林家住宅長屋門ほか四棟保存修理工事報告書』
 小林雅子、2002
『重要文化財澤井家住宅修理工事報告書』京都府教育委員会、2007

写真７　須田家住宅の外観 写真６　亀岡市の妻入町家

図８　旧三上家住宅正面図
（主屋部分／三上家住宅整備工事報告書）




